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令和６年 多賀町議会９月第３回定例会再開会議録 

 

令和６年９月２７日（金） 午後１時５０分開会 

 

◎出席議員（１０名） 

  １番  小 島   櫻 君        ６番  川 岸 真 喜 君 

  ２番  一之瀨 浩 治 君        ７番  富 永   勉 君 

  ３番  大 谷 重 温 君        ８番  山 口 久 男 君 

  ４番  近 藤   勇 君        ９番  神細工 宗 宏 君 

  ５番  木 下 茂 樹 君       １０番  菅 森 照 雄 君 

 

◎欠席議員（０名） 

  な   し 

 

◎説明のために出席した者の職氏名 

  町 長 久 保 久 良 君    福祉保健課長 林   優 子 君 

  教 育 長 山 中 健 一 君    産業環境課長 野 村   博 君 

  会 計 管理 者  岡 田 伊久人 君    地域整備課長 飯 尾 俊 一 君 

  企 画 課 長 藤 本 一 之 君    学校教育課長 伊 東 瑞 江 君 

  総 務 課 長 本 多 正 浩 君    教育総務課長 谷 川 嘉 崇 君 

  税務住民課長 小 菅 俊 二 君    生涯学習課長 竹 田 幸 司 君 

 

◎議会事務局 

  事 務 局 長 大 岡 まゆみ      書    記 渡 邊 美 和 

                                        

◎議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  議案第６３号  令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

               （予算特別委員長報告） 

 日程第３  認定第６８号  令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

               （決算特別委員長報告） 

 日程第４  認定第６９号  令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

               （総務常任委員長報告） 
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 日程第５  認定第７０号  令和５年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第６  認定第７１号  令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第７  認定第７６号  令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理

特別会計歳入歳出決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第８  認定第７７号  令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第９  認定第７８号  多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決

算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第10  認定第７９号  令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第11  議案第８０号  令和６年度多賀町一般会計補正予算（第４号）につい

て 

 日程第12  議員派遣の件について 

 日程第13  委員会の閉会中の継続調査について 

       （総務常任委員会） 

       （産業建設常任委員会） 

       （議会広報常任委員会） 

       （議会運営委員会） 

       （議会改革特別委員会） 
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（開会 午後 １時５０分） 

○議長（菅森照雄君） ただ今から、令和６年９月第３回多賀町議会定例会を再開いたし

ます。 

                                        

○議長（菅森照雄君） なお、本日の議事日程を別紙のとおり定めましたので、ご審議を

賜りますようよろしくお願いいたします。 

 また、本日の本会議に町長から追加議案１件が提出されています。 

 それでは、日程表のとおり、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、

決算特別委員長に付託案件の審査結果の報告を求め、各委員長に対し質疑の後、討論お

よび採決を行います。 

 再開に当たり、町長から挨拶をお願いします。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 令和６年９月第３回多賀町議会定例会の再開に当たり、一言ご挨

拶申し上げます。 

 本日、９月定例会を再開いたしましたところ、議員の皆様には大変ご多用の中ご出席

賜り、厚く御礼申し上げます。 

 本定例会は９月３日に開会し、本日までの２５日間には、本会議をはじめ、一般質問

や各委員会における審議、また令和５年度の決算審査など、提出をさせていただきまし

た議案につきまして慎重なご審議を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 各委員会に付託をされました議案および本日追加議案として提出をさせていただきま

した一般会計補正予算につきまして、円滑かつ適切なご決議賜りますようよろしくお願

い申し上げまして、議会再開の挨拶とさせていただきます。 

                                        

（開議 午後 １時５３分） 

○議長（菅森照雄君） ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しております

ので、これより本日の会議を開きます。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、開会時に指名した議員に欠席がないので、補充指名はせず、開会

時の指名議員とします。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第２ 議案第６３号から日程第１０ 認定第７９号までを一

括議題とし、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、決算特別委員長

より付託案件の審査結果の報告を行います。 

 初めに、総務常任委員長の報告を求めます。 
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 ４番、近藤勇総務常任委員長。 

〔総務常任委員長 近藤勇君 登壇〕 

○総務常任委員長（近藤勇君） ただいま議長の方から令和６年９月第３回定例会におい

て総務常任委員会に付託された審査案件３件の審査結果の報告についてということでご

指名を頂きました。ただいまから報告をさせていただきます。 

 ただいま申しましたように、令和６年９月第３回定例会におきまして総務常任委員会

に付託されました認定案３件でございます。その審査結果につきまして、会議規則第７

７条の規定に基づきまして、次のとおり報告をさせていただきます。 

 総務常任委員会、９月１１日の午前９時から委員全員と執行者側より町長、会計管理

者、税務住民課長、同係長ならびに福祉保健課長、同係長の出席を求め委員会を開催い

たしました。 

 まず初めに、税務住民課に関する事項として、「認定第６９号 令和５年度多賀町国

民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」ならびに「認定第７１号 令和５年

度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について」を審査いたしまし

た。 

 税務住民課長から、令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、

歳入歳出予算総額８億８,２２０万３,０００円に対し、歳入決算額は９億１,７９６万

３,６７６円、歳出決算額は８億６,５２５万１,９００円で、歳入歳出差引残額は５,２

７１万１,７７６円となった。 

 また、歳入の主なものは、国民健康保険税で約１億３,５５３万円、国庫支出金は出

産育児一時金臨時補助金約２万円と、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に向け

た周知・広報事業補助金約２万円、県支出金は特定健康診査等負担金を含め約６億２,

９１３万円、一般会計からの繰入金は主に保険基盤安定繰入金と事務費繰入金で約６,

３８６万円を受け入れた。 

 歳出の主なものは、総務費が２,０４４万円、保険給付費は約６億６４５万円、国民

健康保険事業費納付金は約２億１,１０８万円、保健事業費は約１,５３１万円、諸支出

金は約１,１９８万円を支出した。また、国民健康保険の平均世帯数は９４１世帯、平

均被保険者数は１,４５２人、医療費は１人当たり４６万８,７３１円、健診受診者は集

団健診が３６０人、個別健診が７２人、人間ドック受診者１２４人となった。あわせて、

ジェネリック医薬品の使用率は７８％となっている旨の説明がありました。 

 その後、引き続き、委員から、保険給付費等交付金の中で、保険者努力支援金分、特

別調整交付金分とはどのようなものかの問いに、保険者努力支援金分とは収納率向上、

ジェネリック医薬品の向上への取組、マイナンバーカードと保険証の一体化への取組、

特定健診・歯科検診受診率向上の取組の努力分に対して交付されるもので、特別調整交

付金分は、これらの事業に関する費用に対し交付されるものですと答弁がありました。 

 委員から、歳入科目に退職者分とあるが、令和２年度以降該当者なしではないのかの



－５－ 

問いに、平成２６年度末をもって廃止となった制度です。以前の加入者で保険料を分納

している方がいるため、歳入科目として残っていますと答弁がありました。 

 これをもって質疑は終了し、討論に入り、討論なしで終了、その後、採決に入り、全

員賛成で「認定第６９号 令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について」は、原案のとおり認定すべきものとすることに決定をいたしました。 

 次に、税務住民課から、令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、歳入歳出予算総額は１億２,１１７万２,０００円に対し、歳入決算額

は１億２,１７９万５,６２６円、歳出決算額は１億２,００４万５,２３０円で、歳入歳

出差引１７５万３９６円となった。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料が約９,０００万円、一般会計からの繰入

金約３,０１９万円、ならびに前年度繰越金１５５万円を受け入れた。 

 歳出は、総務費約６６２万円、後期高齢者医療広域連合納付金約１億１,３４２万円

を支出した。また、後期高齢者医療の平均被保険者数は１,３８１人、医療費は１人当

たり８２万６,９３７円となっている旨の説明がありました。 

 委員から、被保険者１,３８１人のうち６５歳から７０歳で障がいを持っている方が

３人と説明があったが、どの程度の障がいなのかの問いに、国民年金の障害年金１級・

２級、身体障害者手帳の１から３級および４級の一部、療養手帳重度でＡ１・Ａ２、精

神障害者保健福祉手帳の１・２級の方が該当しますと答弁がありました。 

 委員から、後期高齢者医療に入ると医療費の負担が軽くなるので後期高齢者医療に入

る人がいると聞いたがとの問いに、保険者によって保険料の設定が違うので、有利なほ

うに入られると答弁がありました。 

 委員から、他の保険の人もいるというのであれば、３人ということではないと思うが

の問いに、障がい者が３人ということではなく、一定の障がいをお持ちで後期高齢者医

療に加入されている方が３人ということですと答弁がありました。 

 委員から、本人が選択できると説明があったが、被用者保険の加入者は被用者保険が

優先することから、国保加入者が該当するのではないかとの問いに、そのとおりですと

答弁がありました。 

 委員から、被保険者１,３８１人のうち保険料を年金から控除されている方は何％ぐ

らいかの問いに、特別徴収は約８５％、残りの方は普通徴収で口座振替や納付書で納付

されている方が約１５％となっていますと答弁がありました。 

 これをもって質疑は終了し、討論に入り、討論なしで終了、その後、採決に入り、全

員賛成で「認定第７１号 令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」は、原案のとおり認定すべきものにすることに決定しました。 

 次に、福祉保健課に関する事項として、「認定第７０号 令和５年度多賀町介護保険

事業特別会計歳入歳出決算の認定について」審査しました。 

 福祉保健課長から、歳入歳出予算は８億８,４８９万５,０００円に対し、歳入決算額
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は８億８,８６４万６,３９０円、歳出決算額は８億７,０４９万７,０３９円で、歳入歳

出差引残額は１,８１４万９,３５１円となった。 

 歳入の主なものは、介護保険料２,４３８人分で収納率９９.９６％の約１億８,１０

０万円、国庫支出金は約１億９,７００万円、支払基金交付金が約２億９００万円、県

支出金が約１億２,４００万円、繰入金約１億３,０００万円、ならびに前年度繰越金約

４,７００万円となった。 

 歳出の主なものは、総務費約１,５００万円、介護給付費約７億７,４００万円、地域

支援事業費約４,５００万円、基金の積立金が約１,０００万円となっている旨説明があ

りました。 

 委員から、先日、清流の里で７人、ハートフルセンターで５名の待機があると聞いた

が、状況はどうなのかの問いに、申込みのあった時点での要介護度や在宅サービスの利

用状況で優先度を決定している。また、毎月施設ごとに会議を開催し、順番を決定して

いると聞いている。他の施設や病院に行かれるか、お亡くなりになった場合など、空き

が出れば待機者が入所することになるが、最近では回転が早いと聞いていますと答弁が

ありました。 

 委員から、地域支援事業費の項で、年度途中に補正額２８万円、年度末不用額が３７

２万円とあるが、その理由はとの問いに、補正額は人事院勧告に伴う会計任用職員の報

酬等の補正で、不用額については、いきいき教室に通う方が想定より少なかったことな

ど、各項目の積み上げとなっていると答弁がありました。 

 委員から、繰入金は法定の金額かの問いに、項目ごとに法定で率が定められていると

の答弁がありました。 

 委員から、基金への積立金約１,０００万円と繰越金の関係についての問いに、繰越

金については、介護給付費に関し国・県から概算で年間分を負担いただくもので、介護

給付費が少なくなれば返還することとなる。その残額から基金へ積み立てることは可能

である旨答弁がありました。 

 委員から、再度待機者について問うが、重複して施設の申込みをしている方がいるの

ではないかの問いに、数年前は１００人単位で待機者がいるという問題となり、県の指

導の下、各施設で調査したところ、今現在２０人程度となっている。また、清流の里で

７人、ハートフルセンターで５名との質問の人数については、多賀町の方であり、町外

を含むと入所待機者は清流の里で２３名、ハートフルセンターで６２名となっていると

の答弁がありました。 

 委員から、各教室を開催されているが、どのぐらいの周知をすると響いてくるのかの

問いに、６５歳以上でチェックリストの項目で該当する４００人程度の方に案内をして

いる。しかし、自主的に申込みがある方は二、三人程度となっていますとの答弁があり

ました。 

 これをもって質疑は終了し、討論に入り、討論なしで終了、その後、採決に入り、全
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員賛成で「認定第７０号 令和５年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」は、原案のとおり認定すべきものとすることに決定をいたしました。 

 以上をもちまして、令和６年９月第３回定例会において総務常任委員会に付託されま

した全ての調査は終了しましたので、結果報告といたします。 

○議長（菅森照雄君） 次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。 

 ８番、山口久男産業建設常任委員長。 

〔産業建設常任委員長 山口久男君 登壇〕 

○産業建設常任委員長（山口久男君） 産業建設常任委員会に付託されました審査結果を、

会議規則の規定により報告いたします。 

 ９月１２日、委員全員と議長、執行者側より町長、担当課長、課長補佐および担当者

の出席を求め、９月３日の本会議において付託されました「認定第７６号 令和５年度

びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特別会計歳入歳出決算の認定について」、「認

定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」、「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決算の認定に

ついて」、「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定について」の４

議案についてそれぞれ説明を受け、審査を行いましたので、その経過ならびに結果につ

いてご報告申し上げます。 

 まず、「認定第７６号 令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特別会

計歳入歳出決算の認定について」であります。歳入歳出予算総額は６５４万８,０００

円で、歳入決算額は６１９万４,９７２円、歳出決算額は６１９万３,９７２円で、歳入

歳出差引残額は１,０００円となりました。財産収入は、基金利子２万５,０００円、基

金からの繰入金は５６６万９,０００円です。前年度からの繰越金は５０万１,０００円

です。 

 次に、歳出について、総務費の６１９万４,０００円は、びわ湖東部中核工業団地内

の道路の草刈りおよび樹木剪定作業の委託料です。令和５年度現在高は３億２,４８３

万３,８０４円であります。 

 以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 除草の回数を増やす考えはないのかとの質疑に対し、びわ湖東部中核工業団地進出企

業連合会の方からいくつか要望を受けておりますし、また、「町長への手紙」でハナミ

ズキが昔のような景観の方が保たれていないというようなお話も伺っておりますので、

除草の回数も含め、必要であれば考えさせていただきたいとの答弁がありました。 

 除草作業、樹木剪定作業の時期についての質疑に対し、歩道植栽緑地分は６月と９月、

１２月、遊歩道除草は６月と１１月、四手道の除草は７月と１２月、四手公園下の調整

地付近は７月と１２月、街路樹の剪定は３月ですとの答弁がありました。 

 以上、質疑の後、討論はなく、令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理

特別会計歳入歳出決算の認定について採決を行い、全員賛成で認定することに決しまし
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た。 

 次に、「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」です。歳入歳出予算総額は７,５０５万円で、歳入決算額は６,９０３万

３,５４２円、歳出決算額は５,６３７万２５４円で、歳入歳出差引残額は１,２６６万

３,２８８円となりました。令和６年度３月末現在で処理区域人口は４０８人で、人口

普及率は５.５％、水洗化人口は３１０人で、水洗化率は７６％となりました。 

 次に、歳入についてです。県から高度処理維持管理事業補助金５１万９,０００円や

農山漁村地域整備交付金２８４万７,０００円、また一般会計から５,０８２万９,００

０円を繰り入れ、農業集落排水使用料として４６４万５,０００円の収入となりました。 

 歳出についてです。総務費５８７万６,０００円は、主に職員の人件費です。事業費

は、施設の維持管理費、処理施設の点検費用などに２,１５４万３,０００円の支出です。

公債費は、元金２,２６７万８,０００円と利子６２７万３,０００円の計２,８９５万１,

０００円を償還した。地方債は、令和５年度決算末現在高は２億９,６２７万２,８２２

円です。 

 以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 農山漁村地域整備交付金は、これは国と県の補助率はどうなのかとの質疑に対し、国

が５０％で県が１０％です。国と県合わせて６０％の補助となっていますとの答弁があ

りました。 

 農業集落排水事業のそれぞれの人口と水洗化率はどうなっていますかとの質疑に対し、

令和６年の３月末現在で、萱原処理区は供用開始区域内人口１５６人のうち使用開始が

１１８人、水洗化率は７５.６４％です。佐目処理区は３集落で構成し、佐目が供用開

始区域内人口１５８人のうち使用開始が１０６人、南後谷が供用開始区域内５２人のう

ち使用開始が４９人、霜ケ原が供用開始区域内人口４２人のうち使用開始が３７人で、

全体で２５２人のうち１９２人供用となっています。３集落で７６.２％の水洗化率に

なりますとの答弁がありました。 

 工事請負不用額は６１８万円についての質疑に対し、地方公営企業法が適用されたこ

とで、３月３１日までで決算を閉鎖しました。企業会計に移行することで、３月３１日

時点で打切り決算という形を取っています。本来、特別会計等は出納整理期間が５月末

までであるので、４月、５月の支払いについても決算に計上できるのですが、今回、移

行に当たって打切り決算という形を選択しているので、実際には３月までに工事は完了

したが、支払いが４月になるのは決算書の書面上、不用額として記載されています。実

際は３月に終わった工事費用６１８万円は４月以降に支払っています。今回については、

３月３１日打切り決算として、不用額として金額が明記されていますとの答弁がありま

した。 

 以上の質疑の後、討論はなく、「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算の認定について」採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決し
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ました。 

 次に、「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決算の認

定について」です。水道事業収益は３億９,７８１万４,０００円で前年度に対し８０２

万５,０００円の減となり、水道事業費用は３億１０５万４,０００円で、前年度に対し

３,０４１万６,０００円の減となりました。 

 資本的収入は５,３６３万９,０００円で、前年度に対し１,６５９万１,０００円の増

となり、資本的支出は２億２,３３０万５,０００円で、前年度に対し５,９６３万８,０

００円の増となりました。なお、資本的支出に対する不足額１億６,９６６万７,０００

円は、消費税資本的収支調整額および損益勘定留保資金で補てんしました。当年度純利

益は８,８１１万円となりました。 

 収益的収支（税抜き）についてです。給水収益では、上水道使用料が２億４,５９０

万６,０００円となり、前年度に対し５７万７,０００円の減となりました。他会計補助

金では、企業債の償還に充当するため、一般会計から７,５９７万８,０００円を繰り入

れ、長期前受金戻入では、繰延収益を収益化した額３,７４９万８,０００円の計上とな

っております。 

 次に、収益的支出（税抜き）についてです。原水および浄水費では、浄水処理設備等

の保守点検や原水水質検査、取水および送水ポンプの動力費など、各施設を安定して稼

働させるため４,５４７万１,０００円の支出となり、前年度に対し１,１８４万１,００

０円の減となりました。減価償却費では、建物、構築物、機械および装置などの固定資

産減価償却費が１億６,３９７万３,０００円となり、前年度に対し３０３万２,０００

円の減となりました。 

 次に、資本的収支についてです。資本的収入の主なものとして、企業債では配水管の

布設替事業等に充当するため４,０００万円の借入れがありました。 

 資本的支出として、水道改良費では、舗装本復旧工事および楢󠄀崎地区配水管布設替工

事や多賀地区配水管移設工事など全１０件の工事請負費のほか、次年度の工事予定箇所

に対する設計業務への委託料など合わせて１億６２０万７,０００円を支出し、前年度

に対し５,６７４万４,０００円の増となりました。企業債償還金では、施設整備等で借

入れしたものを合わせ１億１,７０９万９,０００円の元金償還を行い、新たに４,００

０万円を借り入れた結果、令和５年度末残高は２５億３,７１７万６,３４１円となりま

した。 

 未処分利益剰余金の処分についてです。未処分利益剰余金は１６億７,９３１万９,０

１７円となり、このうち建設改良積立金へ５,０００万円を処分し、繰越利益剰余金を

１６億２,９３１万９,０１７円とするものであります。 

 次に、以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 上水道水質検査について、全国で水道水から高い数値のＰＦＡＳ、いわゆる有機フッ

素化合物が検出された自治体がある。多賀町では検査されているのか、検出されていな
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いのかとの質疑に対し、ＰＦＡＳにつきましては、昨年度まで検査はしていなかったが、

今年度より検査をしており、今のところ６月と７月に検査をしました。７月については、

全ての浄水場について検査をさせていただきましたが、検出されなかったという報告を

受けているとの答弁がありました。 

 検査結果の公表はされているのかとの質疑に対し、２回の検査結果は多賀町のホーム

ページに公表していますとの答弁がありました。 

 今後は継続的に検査されるのかとの質疑に対し、年４回検査を実施する予定です。７

月の検査については、滋賀県から全ての浄水場を一斉に検査するようにと依頼があった

ため実施をしましたとの答弁がありました。 

 次に、配水管更新工事について、令和６年度は何か所かとの質疑に対し、令和６年度

は多賀地区、猿木地区のそれぞれ１か所、配水管の更新工事をさせていただく予定をし

ておりますとの答弁がありました。 

 残りはどうなのかとの質疑に対し、現在２０％ほどが更新率です。配水管だけでなく、

導水管や送水管も今後更新していく必要がありますとの答弁がありました。 

 内部留保資金の状況についての質疑に対し、利益剰余金については、減債積立金、建

設改良積立金、未処分利益剰余金を合わせて５億５,９００万円ほどになっています。

キャッシュフロー計算書については、３月末時点で７億５,９１４万１,０００円になっ

ていますとの答弁がありました。 

 以上の質疑の後、討論はなく、「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分お

よび令和５年度決算の認定について」採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決しま

した。 

 次に、「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定について」です。 

 収益的収入の下水道事業収益は４億２,０４９万６,０００円で、前年度に対し１,５

１９万５,０００円の増となり、収益的支出の下水道事業費用は４億１,１７４万円で、

前年度に対し１,９５５万２,０００円の増となりました。 

 資本的収入は１億４,０６１万３,０００円で、前年度に対し７４２万１,０００円の

増となり、資本的支出は２億５,８５６万９,０００円で、前年度に対し４７１万１,０

００円の増となりました。資本的支出に対する不足額１億１,７９５万６,０００円は、

消費税資本的収支調整額および損益勘定留保資金で補てんをした。当年度純利益は７２

７万３,０００円となりました。 

 収益的収支（税抜き）について、収益的収入の下水道使用料では２億７,２２５万４,

０００円となり、前年度に対し２,３８９万５,０００円の増となりました。他会計補助

金では、収益的支出に係る一般会計から繰入金が２,６００万円となり、前年度に対し

て１,５００万円の減となりました。長期前受金戻入については、繰延収益の収益化と

して８,６２７万３,０００円を収益計上となっています。 

 次に、収益的支出（税抜き）についてです。下水道事業費用として、下水道管渠およ
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びマンホールポンプに係る維持管理費用として２,６１１万５,０００円を支出し、前年

度に対し４８６万９,０００円の増となりました。流域下水道維持管理負担金では、汚

水処理に係る負担金として、一般排水６１.６円、特定排水６９.１円を１立米当たり単

価とし１億９９９万５,０００円を支出し、前年度に対し１,２９９万６,０００円の増

となりました。次に、減価償却費では、有形固定資産１億８,４８２万円、無形固定資

産２,１７０万６,０００円を費用化しました。 

 次に、資本的収入についてです。企業債は、中川原地区雨水排水整備事業等に係る企

業債、流域下水道建設費負担金に係る企業債、資本費平準化債の合計で８,０２０万円

を新たに借入れを行っています。他会計出資金は、資本的支出に対する繰入金として４,

６８５万９,０００円を一般会計から繰入れとなっています。 

 次に、資本的支出についてです。管渠整備事業は、管渠設計委託料および中川原地区

雨水排水整備等に対する工事請負費１,６８６万１,０００円を支出しました。流域下水

道建設費負担金は、前年度に対し４３万３,０００円増の１,２９９万７,０００円を支

出しました。企業債償還金では２億２,８２８万１,０００円の元金償還を行い、期末残

高２０億１,０３３万７,１２８円となりました。 

 未処分利益剰余金の処分についてです。令和５年度の純利益を積み増し、未処分利益

剰余金は３,６２５万６,９４２円となり、現在減債積立金へ１００万円を積み立てて、

繰越利益剰余金を３,５２５万６,９４２円とするものです。 

 次に、以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 無形固定資産原価売却費の施設利用権についての質疑に対し、資本的支出において、

流域下水道建設費負担金を負担しており、これが無形固定資産として減価償却費に充て

られるものになっていますとの答弁がありました。 

 流域下水道維持管理負担金で１,９９６万円の増加となっていることについての質疑

に対し、一般排水は１立米当たり６１.６円で、特定排水は６９.１円の単価となってい

る。排水量が増えたことにより負担金が増加しました。昨年度に比べ増えた要因は、一

般排水は減っているが特定排水が増えたことと、不明水があり、排水量と不明水の増加

で維持管理負担金も実際増えていますとの答弁がありました。 

 特定排水の割合はどれくらいかとの質疑に対し、一般排水と企業からの排水である特

定排水の割合は約６０％弱となっていますとの答弁がありました。 

 以上の質疑の後、討論はなく、「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決

算の認定について」採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決しました。 

 以上で産業建設常任委員会の審査報告を終わります。 

○議長（菅森照雄君） 次に、予算特別委員長の報告を求めます。 

 ４番、近藤勇予算特別委員長。 

〔予算特別委員長 近藤勇君 登壇〕 

○予算特別委員長（近藤勇君） それでは、令和６年９月第３回定例会において予算特別
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委員会に付託されました議案の審査結果について、報告をいたします。 

 ただいま申しましたように、令和６年９月第３回定例会において予算特別委員会に付

託された「議案第６３号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３号）について」の

審査結果について、会議規則第７７条の規定により、次のとおり報告をいたします。 

 ９月１３日午前９時より委員全員と、執行者側より町長、会計管理者、総務課長、税

務住民課長、福祉保健課長、産業環境課長、地域整備課長、教育長、教育総務課長、生

涯学習課長ならびに関係各課職員の出席を求め、委員会を開催いたしました。 

 まず初めに、総務課長から今回の補正予算に関する総括説明がありました。 

 補正予算は、新たな行政需要に対応するとともに、各所管における事業の進捗を踏ま

え予算を調整したものであり、既定の歳入歳出の総額にそれぞれ９,８６４万６,０００

円を追加し、歳入歳出５８億１,２５５万４,０００円とするものである。債務負担行為

の補正は、アケボノゾウ化石多賀標本保存活用計画策定支援業務について、単年度事業

から２か年計画となり５０６万円の補正となった。地方債の補正は、多賀小学校の校舎

増築事業に１,７５０万円を増額し７,６５０万円に、南後谷急傾斜地崩壊対策事業に１,

５００万円を追加し、１,９５０万円の限度額に増額するものである。臨時財政対策債

については、額の確定により１２５万７,０００円減額し、限度額を１,３７４万３,０

００円とし、それぞれ借入限度額を変更するものである。 

 歳入について説明すると、町税においては、固定資産税、償却資産税で当初予算の見

込みを上回り、５,３５７万５,０００円を追加するものである。地方特例交付金は、定

額減税の実施に伴い交付額が増額したことから２,２６５万９,０００円を追加するもの

である。地方交付税は、固定資産税の増額を要因として普通交付税が確定し１３億９,

６６９万１,０００円となり、５,３３０万９,０００円を減額するものである。国庫支

出金では、児童手当制度の改正に伴う追加、多賀小学校の増築に伴う国庫金の調整、地

方創生臨時交付金として、定額減税給付金事業分の総額４,０７７万１,０００円を追加

するものである。県支出金は、国スポで多賀町がデモンストレーションスポーツである

モルックの推進を図るための補助金を含め６９万円を追加するものである。雑入では、

消防団員が退職報酬分３０１万５,０００円を受けるものである。町債では３,１２４万

３,０００円を追加するものである。 

 次に、歳出では、総務費で、定額減税給付金事業に係る経費として２,０１１万３,０

００円を追加する。民生費では、児童手当の高校生世代までの制度拡充に伴う追加２,

６０１万円、保育園・こども園費で早朝・延長保育に係る保育補助業務委託料の追加、

私立保育園の食糧物価高騰対策補助金等保育所関係で１８９万６,０００円を追加し、

合わせて２,８８０万８,０００円を追加するものである。衛生費では、秋の粗大ごみ処

理費用として９５０万円、樋田・大杉地区の２か所における合併処理浄化槽の設置補助

金として２００万円、合わせて１,１５０万円を追加する。農林水産費では、そばの作

付面積が増えたことによる環境保全型農業直接支払交付金２５万円、高取山ふれあい公
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園施設改修費や林道維持補修費１９１万７,０００円、合わせて２１６万７,０００円を

追加する。商工費では、多賀大社周辺の観光客誘導用看板費９万３,０００円を追加す

る。土木費では、町道小森池線、町道四手多賀北線の補修工事費および町内通学路の安

全対策工事費、また、南後谷地区の急傾斜地崩壊対策工事費として合計２,１８０万円

を追加するものである。消防費では、消防団員退職報償金５名分３０１万５,０００円

を追加するものである。教育費では、令和７年度多賀小学校の教室数の増加、児童数の

増加に伴う各備品や教材費や多賀小学校のトイレの洋式化に向けた設計費９９７万４,

０００円、多賀中学校の体育館放送設備更新費４８万７,０００円、保健体育費では、

国スポに向けたモルック推進費で４８万円、文化財調査補助員の費用２０万７,０００

円、教育費合計１,１１４万８,０００円を追加するものであると説明がありました。 

 引き続き、課別に課長および担当者から詳細説明があり、質疑に入りました。 

 総務課関係は、委員から、固定資産税、償却資産が増額補正、地方交付税が減額補正

となっているが、普通交付税の減額ということで良いのかとの問いに、そのとおりです

と答弁がありました。 

 委員から、償却資産が増えたということは企業の設備投資が増えたということでいい

のかとの問いに、そのとおりですと答弁がありました。 

 委員から、消防団員の退職で１つの班から５名が退職となること自体、問題となるの

ではないかの問いに、引き止めはしたが、退職の意思が固く、今回のような事態となっ

た。今後は団とも相談をさせていただきたい旨、答弁がありました。 

 委員から、基準財政需要額についていろいろあるが、多賀町の特殊性等は考慮されて

いるのかとの問いに、公債費以外は全て補正係数が適用されていると答弁がありました。 

 これをもって総務課に関する質疑は終了いたしました。 

 次に、税務住民課関係でございます。 

 委員から、定額減税補足給付金の調整給付に係る算定ツールのシステム改修の時期は、

今回の補正の時期で適正であったのかの問いに、提供された時期が８月上旬であったの

で、今回最速で事業が進められたと思っていると答弁がありました。 

 委員から、該当者１,５００人程度に１０月３１日提出期限で送付したとのことであ

るが、どの程度回収できているのかの問いに、対象者１,４６３人に８月１９日に通知

した。９月９日現在７２９人、約４９.８％に支給決定通知書を送付し、支給額は３,３

３６万円となっていると答弁がありました。 

 委員から、書類不備があると説明があったが、どのようなものかの問いに、本人の書

名欄未記入、本人確認書類の添付漏れ、口座情報の添付漏れ等がありますと答弁があり

ました。 

 委員から、窓口相談の方がいいのか、また、提出期限は１０月３１日ですねとの問い

に、窓口にお越しいただくと必要書類等の確認ができますので、書類不備はなくなりま

す。提出期限は１０月３１日です。あわせまして、本日現在で二、三百件程度は受け付



－１４－ 

けていますと答弁がありました。 

 これをもって税務住民課に関する質疑は終了いたしました。 

 次に、福祉保健課関係です。 

 委員から、児童手当で今まで所得制限があったが、いくらの制限で何世帯あったのか

の問いに、子どもの数にもよりますが、おおむね１,０００万円です。世帯数は１４世

帯となっていますとの答弁がありました。 

 委員から、県の事業にはなるが、児童扶養手当の受給者数は把握しているのかの問い

に、児童扶養手当の認定者数は５１名ですとの答弁がありました。 

 これをもって福祉保健課に関する質疑は終了しました。 

 続きまして、産業環境課関係です。 

 委員から、粗大ごみの処理量についての問いに、過去５年間の重量平均から春の粗大

ごみの処理量を引いて、資源ごみが２万７,１３０㎏、非資源ごみが１０４台となって

いますと答弁がありました。 

 委員から、この処理費用はの問いに、資源ごみが８０万６,０００円、非資源ごみが

８６９万４,０００円となっていますと答弁がありました。 

 委員から、資源ごみの中にアルミ缶が入っているのかの問いに、粗大ごみのときには

アルミ缶は入っていませんが、月１回の資源回収のときに回収している。また、少額で

はあるが、回収業者から歳入を受け入れていると答弁がありました。 

 委員から、環境保全型農業直接支払交付金とあるが、この財源は町費かの問いに、多

賀の特産品であるそばについては、環境直接支払交付金の国制度はあるが、要件が厳し

く対象とならないので、数年前に見直しをされた。このときに町単事業として制度化さ

れたと答弁がありました。 

 委員から、高取山のバンガローに枯木がかかっているので伐採をするということであ

るが、ふだんからの安全面の管理はの問いに、現場から申出により対応することとして

いるが、大滝山林組合に確認したところ、今までから町に要望しているが、対応しても

らえなかった。バンガローだけでなく遊歩道も含め、安全対策を取っていくと答弁があ

りました。 

 委員から、多賀大社への観光に関する看板について、看板の内容を考えてほしいとの

問いに、地域の方、観光協会、多賀大社等々と協議し、観光客の心象を傷つけなくて済

むような内容となるよう慎重に考えていくと答弁がありました。 

 委員から、林業事業で確認するが、４か所の写真が添付されている。この工事請負費

の補正かとの問いに、当初の予算で林道維持補修工事等を実施しており、残額が５０万

円程度となった。この写真４か所のほかにも数か所で路線上の土よけ等もあり、総額で

１２０万円が必要となり、これに伴う補正であると答弁がありました。 

 これをもって産業環境課に関する質疑は終了しました。 

 次に、地域整備課でございます。 
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 委員から、町道佐目南後谷線の急傾斜地崩壊対策工事について、いつ頃着工し、完了

予定はいつ頃かの問いに、補正が認められれば至急契約等に向けて作業をする。また、

３月中には完了したいと考えている、今年度内には終わりたいと考えていると答弁があ

りました。 

 委員から、大滝里づくりが空き家２軒を改修し、その家に合併浄化槽８人から１０人

槽を設置するということですが、何を基準にするのかの問いに、大滝里づくりからの申

請によって審査しましたと答弁がありました。 

 これをもって地域整備課に関する質疑は終了します。 

 教育委員会関係です。 

 委員から、早朝・延長保育児童の増加に伴いシルバー人材センターの委託料を増やす

ということですが、現在何名で、何名増えるのかの問いに、ささゆり保育園は早朝が６

２人、延長が１２１人、大滝たきのみやこども園は早朝が３０人、延長が３０人、久徳

うぐいすこども園は早朝が２１人、延長が１４人となっています。シルバー人材センタ

ーからは基本的に１名です。できるだけ保育士で対応していますと答弁がありました。 

 委員から、文化財調査補助員の雇用についての問いに、遺跡について、県で遺跡地図

が策定されており、その中で、今回個人住宅を建築されることから確認調査をしたとこ

ろ、遺跡が見つかり発掘調査に至ったと答弁がありました。 

 委員から、保健体育費備品購入費とあるが、何をどこに設置するのかの問いに、扇風

機を１０台程度購入し、多賀町Ｂ＆Ｇ海洋センターのトレーニングルームや滝の宮スポ

ーツ公園体育館等に配置したいと考えていると答弁がありました。 

 委員から、多賀小学校に隣接する学童への送迎車のスピードが速く、地元自治会から

クレームが来ています。ゾーン３０の表示がありますが、その表示が消えかかっていま

す。この対応についての問いに、７月末に開催された通学路の安全点検に関する会議の

中で議題にもなっていることから、早急に対応するととともに、保護者対応として、定

期的に文書やメールで配信等周知していると答弁がありました。 

 委員から、多賀中学校のアンプが故障した。補正予算で対応したいとしているが、授

業等に支障は出ていないのかの問いに、代替機を入れているので授業等には支障は出て

いないが、早急に対応したいと答弁がありました。 

 これをもって質疑は終了し、討論に入り、討論なしで終了、その後、採決に入り、全

員賛成で「議案第６３号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３号）について」は、

原案のとおり可決すべきものとすることに決定をいたしました。 

 以上で、令和６年９月第３回定例会において予算特別委員会に付託されました調査は

終了しましたので、結果報告といたします。 

○議長（菅森照雄君） 次に、決算特別委員長の報告を求めます。 

 ８番、山口久男決算特別委員長。 

〔決算特別委員長 山口久男君 登壇〕 
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○決算特別委員長（山口久男君） 決算特別委員会に付託されました「認定第６８号 令

和５年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定について」、審査結果を、会議規則の規定

により、次のとおり報告いたします。 

 決算特別委員会は、９月６日、１０日の両日にわたり、委員全員と議長、執行者側よ

り町長、教育長、会計管理者、各担当課長、課長補佐および担当係長、主査の出席を求

め、９月３日の本会議において付託されました「認定第６８号 令和５年度多賀町一般

会計歳入歳出決算の認定について」審査を行いました。 

 各課に関する事項について決算の説明を受け、所管ごとに逐条審査を行いましたので、

その経過ならびに結果についてご報告申し上げます。 

 令和５年度一般会計予算総額は６５億４,２７２万４,０００円で、歳入決算額は６５

億１,５２７万７,７９１円となり、前年度に比較して１億２,９８１万円の増、歳出決

算額は６１億９,５７２万５７２円となり、前年度より５億１,９２４万円の増となりま

した。歳入歳出差引残額は３億１,９５５万７,２１９円で、繰越財源４,８３８万８,０

００円を引き、実質収支額は２億７,１１６万９,２１９円となりました。 

 次に、歳入の説明のうち主なものを申し上げます。 

 町税の収入済額は１８億９３０万１,０００円で、前年度比１,２９５万円、０.７％

の増収となりました。町民税は６億２,７６５万２,０００円、固定資産税は１０億８,

６６１万７,０００円、県税交付金は２億５,１５５万６,０００円となりました。地方

交付税は１５億７,８３８万８,０００円で、そのうち普通交付税は１２億８,２７２万

９,０００円で５００万円の増加、特別交付税は２億９,５６５万９,０００円で１,５４

９万円の増加となりました。 

 国庫支出金は５億４,７３１万２,０００円、県支出金は３億１,９７０万２,０００円

となりました。 

 多賀町まちづくり応援寄附金、ふるさと納税で２億７,１６０万２,０００円の収入と

なりました。 

 繰入金は１億９,２５５万３,０００円、諸収入は３億１,９６５万４,０００円となり

ました。 

 町債は３億９,１６１万３,０００円で３,０８１万５,０００円減少しました。自主財

源は３３億４,３１０万９,０００円で、歳入全体の５１.３％、依存財源は３１億７,２

１６万９,０００円で４８.７％となりました。 

 次に、歳出の説明のうち主なものを申し上げます。 

 議会費は支出済額７,０７７万３,０００円となりました。 

 総務費は７億８,８８２万５,０００円で、前年度より１億３,０１４万円増額となり

ました。一般管理費は、ふるさと納税が増加したことに伴う委託料の増額、特別定額給

付費では、住民税非課税世帯等への給付金事業８,９５１万２,０００円となりました。 

 財産管理費は、施設の維持管理や庁舎の電話交換機更新工事、公用車の購入費４,０
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０８万９,０００円の支出です。 

 次に、集落活動推進費では、コミュニティ助成事業で４９０万円を助成したほか、引

き続き、自主的な計画に基づく自治活動を支援するため、４０集落に対し、まちづくり

活動支援交付金の１,１６１万２,０００円の交付です。 

 電子計算費では、６町行政情報システム共同利用料４,７７９万５,０００円、公共交

通対策費では、コミュニティバス運行対策として２,５４０万７,０００円の補助金の支

出です。 

 徴税費では、固定資産税の適正課税を図るため、航空写真撮影委託料に８７４万６,

０００円、修正申告等による過年度還付金で６８３万８,０００円の支出です。 

 戸籍住民基本台帳費では、住民基本台帳システム改修に２３１万９,０００円の支出

です。 

 選挙費は、滋賀県議会議員選挙、多賀町長選挙、議会議員選挙の執行で１,８７０万

３,０００円の支出です。 

 民生費は２０億９,０３５万円で、前年度比３億２,９０５万円の増となり、社会福祉

費では、地域福祉計画策定委託料に２２０万円、物価高騰対策緊急支援補助金５４６万

８,０００円を６事業所に給付しました。国民健康保険特別会計に６,３８６万２,００

０円、介護保険事業特別会計に１億３,０１９万３,０００円の繰り出しです。 

 障害者自立支援費では、障害者総合支援法に基づき、介護給付費１億４,１５２万７,

０００円など自立支援給付のほか、地域生活支援事業を実施した負担金等の支出です。

福祉医療助成は、扶助費総額は５,６８１万５,０００円で、前年度より４２９万６,０

００円の増額となりました。小中学生の子育て応援分は１,５８９万円で、３４８万円

の増額となりました。 

 児童福祉費では１４億５,２０７万円の支出です。子育て世帯生活支援特別給付金を

５６人に２８０万円、出産・子育て応援交付金を延べ１９３人に９６５万円の支給とな

っています。 

 保育所費および認定こども園費では６億１,７６０万２,０００円、第３子以降の給食

費の無償化を実施した。 

 認定こども園建設費では、久徳うぐいすこども園を竣工し、施設・保育備品の整備や

旧園舎の解体、駐車場整備等５億７,１１１万３,０００円の支出となっています。 

 衛生費は３億９,７３１万円で、４,８４４万５,０００円の減額となりました。 

 保健事業費では、各種検診事業、予防接種事業等の実施に４,１１９万７,０００円、

コロナワクチン接種対策費では３,０１０万円減の３,６００万８,０００円の支出とな

っています。 

 総合福祉保健センター費では１,３６５万２,０００円を支出し、施設の光熱費やメン

テナンス費用、防火シャッターの修繕、カーテンの更新工事などです。 

 環境衛生費は２億２９万２,０００円で、ごみ収集業務委託料は５,２０８万７,００
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０円、また燃えないごみと可燃ごみの処理に係る一部事務組合負担金は７,３０８万３,

０００円、し尿処理に係る一部事務組合負担金は５,２０７万５,０００円となっており

ます。 

 上水道費は、起債償還に係る水道事業会計への繰出金７,５９７万８,０００円となっ

ています。 

 農林水産業費は３億１,５２１万７,０００円で、農業費は、農業用機械等導入支援事

業に４件で８００万円の補助、生産者団体への機械補助等に５４８万５,０００円交付

するとともに、物価高騰による農業経営への緩和対策として１２８農家に４７１万５,

０００円を交付した。農業集落排水事業特別会計に５,０８２万９,０００円を繰り出し

です。 

 鳥獣害防止対策費は、ニホンザルの個体数調整業務委託料として１８９万２,０００

円を支出するとともに、集落獣害自営組織育成や小規模農地獣害対策補助で５４３万８,

０００円を交付した。 

 林業費は１億２,０３２万円、森林環境学習やまのこ事業を大滝山林組合に委託し、

３６校１,８４０名の小学４年生の児童を受け入れ、９６２万８,０００円を支出した。

高取山ふれあい公園施設維持補修工事に５２９万２,０００円、狩猟費では、有害鳥獣

駆除事業は１,４８５万１,０００円、森林資源循環利用促進費では、間伐材を利用しお

食い初めセットの作成に加え、新たに木組みの積み木「ＫＵＭＩＮＯ」を作成した。地

域再生事業では、地域おこし協力隊１名を委嘱し、林業事業者との連携を図った。 

 商工費は４,６３０万円で、ふるさと楽市の実施、原油価格高騰対策で、小規模事業

者に３６６万円の支出、住宅リフォーム促進事業補助金に４８件７２６万６,０００円、

ライトアップ事業の実施に３２０万円支出した。 

 土木費は５億５,８２８万６,０００円で、道路改良工事、急傾斜地崩壊対策工事を実

施したほか、多賀町内外事業者１４社に除雪を委託するとともに、職員除雪や集落除雪

の３体制の除雪となり、除雪委託料に２,８９３万６,０００円を支出した。また、通学

路の危険箇所の把握に努め、交通安全対策工事に６５０万５,０００円を支出、多賀ス

マートインターチェンジ整備事業では、中日本高速道路株式会社への工事負担金など１

億２,５９６万円を支出した。 

 都市再生整備計画費では１億１,６８１万３,０００円、結いの森公園整備工事に１億

１,１６７万９,０００円支出した。 

 消防費は１億８,１４０万４,０００円で、彦根市消防へ委託している常備消防費は１

億３,９９０万６,０００円の支出です。集落の可搬式消防ポンプ整備に１９０万円、災

害対策費では、災害備品費で９４万９,０００円を支出し、被災住宅修繕緊急支援事業

補助金を３０７万３,０００円交付した。 

 教育費は７億５,８０９万６,０００円、給食費の第３子以降の無償化を実施、施設面

では、多賀小学校において渡り廊下等改修工事、南校舎教室改修工事、放送設備更新、



－１９－ 

大滝小学校では、グランド舗装工事を実施した。中学校では、体育館躯体柱塗装工事、

防犯カメラ増設工事を実施した。 

 社会教育費は３億５３１万円、はたちの集いや町民のつどい、ささゆりコンサートな

どを開催した。保健体育事業では、中学校の部活動の在り方を検討するとともに、町民

モルック大会を開催した。 

 文化財保護費では、文化庁より認定を受けた多賀町文化財保存活用計画に基づき、社

寺等美術工芸品基礎保存調査や普及交流事業を実施し、敏満寺石仏谷遺跡保存整備工事

に４６７万９,０００円、町指定文化財修理等補助金を大瀧神社、胡宮神社に１,５０５

万６,０００円を支出した。 

 海洋センター費では、体育館のＬＥＤ化や屋根の修繕工事などに３,３１２万７,００

０円を支出した。 

 スポーツ公園費では、滝の宮スポーツ公園体育館の自動火災報知設備更新工事に３５

２万円支出した。 

 あけぼのパーク多賀管理費では、高圧受変電設備修繕、電話交換設備更新、漏電箇所

修繕などを実施した。 

 災害復旧費は、林道権現谷線・町道甲頭倉線等の災害復旧事業を行い５８０万７,０

００円を支出した。 

 公債費は４億６,８２２万５,０００円で、前年度より３,３２５万５,０００円減少し

た。 

 諸支出金では５億１,５１２万９,０００円で２億７,３２０万円増加、財政調整基金

に２９万５,０００円、減債基金に１,６７８万４,０００円、社会福祉基金に１億円、

まちづくり基金に１億３,５３１万２,０００円、公共施設等維持管理基金に２億６,２

７３万７,０００円を積み立てた。 

 基金では、令和５年度末基金の合計額は１９億４,０４１万４,１３０円となり、前年

度より３億２,２５７万６,０００円増加となった。地方債では、新規発行債は３億９,

１６１万３,０００円で、地方債残高は４,９００万円減少し５０億７,３３７万２,００

０円となった。 

 以上が令和５年度一般会計歳入歳出決算の説明の概要であります。 

 以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 会計室に関する事項についてです。コンビニ手数料について、１件の支払いはどうか

との質疑に対し、コンビニ手数料は月額５,５００円であり、１件につき２０円の支払

いをしていますとの答弁がありました。 

 次に、議会事務局が所管する事項についてです。議会広報の印刷製本費についての質

疑に対し、令和５年５月発行分については、前年度までの流れで随意契約としていまし

たが、残り３回分は一般競争入札を実施しました。年度途中の入札であったため１社の

みの応札でしたが、費用につきましては抑えることができました。令和６年度について
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も、一般競争入札により業者を選定しているとの答弁がありました。 

 総務課に関する事項についてです。福祉バス運行委託料について、令和５年度は１７

５回稼働していて、前年度はコロナで少なかったと思うが、それでも同額になるのかと

の質疑に対し、年度当初に一括で契約している。運行日数に応じて増減をかける契約に

なっていない。令和５年度については４７３万円で契約していますとの答弁がありまし

た。 

 まちづくりふるさと納税２億７,０００万円となっているが、今、米不足で多賀も返

礼品の中に米がある。今後は増える見込みがあるのかとの質疑に対し、令和６年度も全

国的にふるさと納税なら手に入るということで、米についても相当な応募があった。在

庫が切れていたので、６年度に止めていた時期もあった。キリン製品が８０％、米が１

０％、返礼品では３番目です。米についても増やしていきたいとの答弁がありました。 

 次に、シルバー人材センターの光熱水費を含む家賃はいくらかとの質疑に対し、当初

から月５万円をもらっていたので、新しいところでも賃貸料は頂こうと思っている。シ

ルバーにもらうのは町が支出した分の全額ではなく５万円を納めていただいている。残

りは町が出していると答弁がありました。 

 次に、地域整備課に関する事項についてです。地籍調査で梨ノ木と多賀の進捗状況と

多賀町全体についての状況はどうかとの質疑に対し、令和５年度で梨ノ木は５年目です。

調査は令和８年度までに閲覧をし、９年以降に国へ認証を受けて登記が終了します。多

賀地区は令和５年度が４年目を迎えました。車戸団地をはじめ３０６号より東側を中心

に実施。今後は北小路から３０６号の琵琶湖側を実施する予定です。全体では水谷地域、

富之尾地区と河内地区も終了しています。久徳地先で一部が不十分でしたので、登記は

完結していませんとの答弁がありました。 

 萱原地区の急傾斜地対策事業はあとどのくらいかかるのかとの質疑に対し、令和６年

度で３年目であり、令和８年から９年までかかると聞いているとの答弁がありました。 

 次に、産業環境課に関する事項についてです。サル、シカ、イノシシの捕獲・駆除頭

数はどうかとの質疑に対し、駆除数について、シカの成獣雌が３７６頭、シカの成獣雄

が２８０頭、シカの幼獣が７６頭、イノシシの成獣が２０頭、サルの成獣が２２頭、ハ

クビシンとアライグマ合わせて２２頭ですとの答弁がありました。 

 駆除後の処理はどのようにしているのかとの質疑に対し、猟友会に委託しており、猟

友会の方が解体や埋めるなどの処分をしていると聞いている。高取山ふれあい公園でジ

ビエ加工について保健所から指導があった。個人で解体加工は聞いているが、新たに加

工できる場所を整備できないかとのご意見を頂いている。高取山ふれあい公園の施設を

改修するのか、新たに施設を設けるのか議論している。高取山ふれあい公園は来年の７

月に許可が終了するので、それまでに答えを出さないといけないとの答弁がありました。 

 特産品のシャインマスカットに対しての補助はどこから出ているのかとの質疑に対し、

直接補助はビニールパイプハウス類の補助で、果樹を作られている場合の補助を出して
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います。その他は、特産物振興連絡協議会として多賀ブドウクラブに資材を提供してい

ますとの答弁がありました。 

 次に、企画課に関する事項について。結の森公園整備について、工期の遅れと経費に

ついての質疑に対し、令和５年度繰越事業でしていたが、最後の工事がシンボル広場で

町章がカラーコンクリート舗装での設計になっていたが、対応してもらうプラントが近

くになかった。もう一つは、コンクリート舗装はひび割れ防止の目地施工が必要となり

見栄えが悪いため、代替工法を検討し、最終的に色素を混入したカラーアスファルト舗

装と白色のペイント工法を組み合わせて町章をデザインすることに決定するまでに日数

を要し、７月末の竣工となった。その間の経費は鉄板を引いていたリース料が主で、そ

のほかは除草作業１回の経費ですとの答弁がありました。 

 次に、結婚新生活支援事業についての質疑に対し、結婚新生活支援事業は国のこども

家庭庁の所管事業で、条件は夫婦ともに３９歳以下で、夫婦所得合計が５００万円以下

であることが受給するための条件です。対象の経費は、多賀町の制度で引っ越し費用、

家賃を対象にしており、合計３０万円上限で支出する制度です。国制度は、これに加え

て住宅取得の部分も補助対象になっている。町では若者定住で既に制度化しているので、

国制度にはのらずに引っ越し費用と家賃補助についての制度化をして運用しているとの

答弁がありました。 

 愛のりタクシー運行経費は国の補助金の計上はあるが、県の補助はないのかとの質疑

に対し、滋賀県の公共交通補助金メニューの中に、コミュニティバスとデマンドタクシ

ーの補助メニューもある。ただし、活性化協議会では、こちらを使うのではなく国の補

助金を活用しておりますとの答弁がありました。 

 地域創生費について、地域おこし協力隊報償費３名分８４０万円、活動補助金６００

万円の支出となっているが、歳入項目は何かとの質疑に対し、地域おこし協力隊の費用

は、補助金ではなく特別交付税の算定額となっているとの答弁がありました。 

 税務住民課に関する事項についてです。戸籍住民台帳費について、当初予算３,４０

０万円、補正予算８００万円で、支出は２,３００万円となっている。４００万円の不

用額が出ているが、８００万円の補正をしないといけなかったのかとの質疑に対し、補

正予算の内容は、戸籍の振り仮名対応の国庫補助金に関わるもので、時期がかなり遅く

てほとんどの額を繰越対応している。不用額が分かるまでに補正の手続をすることにな

りましたので、減額補正はできなかったとの答弁がありました。 

 航空写真撮影委託料についての質疑に対し、航空写真は課税資料にするため家屋の状

況を撮らせていただくもので、課税の根拠資料となるものです。標準宅地状況図作成委

託料は、評価替え等のときに標準地を見なす場合の地図を紙で作ったものとなります。

航空写真は前回、平成２９年に撮影しており、数年に１回予算計上して撮影していると

の答弁がありました。 

 次に、教育総務課・学校教育課に関する事項についてです。児童通学バス委託料の置



－２２－ 

き去り防止装置についての質疑に対し、今回取り付けた装置は後部座席に行ってボタン

を押すことでブザーが止まる装置になっています。後部座席まで目視を行って、最後に

ボタンを押すということで安全確認ができるということになっていますとの答弁があり

ました。 

 うぐいすこども園の経費についての質疑に対し、園の建築に係る建物新築分が７億１,

６５４万円、解体と園庭の整備で９,７８７万円です。用地購入から町産木材の調達、

設計、それから造成工事も行いました。解体、園庭整備とそれに係る管理で合計９億１,

６３０万円の支出となっていますとの答弁がありました。 

 次に、区域外通学についての質疑に対し、令和５年度、町外から多賀町に通っている

小中学生は多賀小学校に１名、大滝小学校に３名、多賀中学校に４名で、町外から通っ

ている児童生徒は合わせて８名です。逆に町内から町外へ通っているのは小学生３名、

中学生４名で合わせて７名になりますとの答弁がありました。 

 次に、生涯学習課に関する事項についてです。日置市訪問交流で参加者５５人と聞い

たが、具体的にどのような交流事業だったのかとの質疑に対し、５５名は「はたちの集

い」の出席者になります。「はたちの集い」は対象者７８名で、そのうち５５名が参加

された。日置市の青少年の交流事業は、多賀町の小学５年生から中学２年生までの子ど

も８名が日置市に訪問した。知覧へ行ったり陶芸の体験などを行った。また、日置市の

子どもが多賀町に来られて、１２月末には逆に多賀町の子どもが日置市の子どもをもて

なした。スキーやモルックの運営などの体験をした。多賀町の給食を日置市の子どもと

引率者に味わっていただいたとの答弁がありました。 

 次に、ミュージアムグッズ販売についての質疑に対し、博物館のカウンターで販売し

ている図書やアケボノゾウのクリアファイルの販売です。図書に関しては今まで多賀町

で発行した調査の報告書の一部販売ですとの答弁がありました。 

 次に、福祉保健課に関する事項についてです。補聴器購入費用の上限はいくらかとの

質疑に対し、補聴器購入補助金は費用の２分の１で、かつ上限が２万５,０００円です

との答弁がありました。 

 配食サービスにおける見守りに関する質疑に対し、基本的に配食弁当は手渡しです。

利用者に顔を合わせて声をかけてお渡しをする。ただし、利用者が留守のときは所定の

場所に置かせていただきます。回収をしてきたときに、弁当の残りがどの程度なのか状

況を確認させてもらっています。悪くなり調子がおかしいとか不在の場合については、

逐次地域包括支援センターに連絡が入り、対応していただいていますとの答弁がありま

した。 

 次に、コロナワクチン接種についての質疑に対し、令和６年度以降については定期接

種となる。定期接種の対象者６５歳以上の高齢者および６０歳から６４歳で重症化リス

クの高い方が対象です。定期接種の対象となるこの方は多賀町からご案内をさせていた

だきます。それ以外の年齢の方は、インフルエンザの予防接種と同じですので、受けた
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い方は病院へ行って任意で受けていただくことになります。今年度からは、他の年齢の

方には個別通知はさせていただけないことになります。広報等で周知をさせていただき

ますとの答弁がありました。 

 以上の質疑を行った後、討論はなく、「認定第６８号 令和５年度多賀町一般会計歳

入歳出決算の認定について」採決を行い、認定すべきものと決しました。 

 以上で決算特別委員会の審査報告を終わります。 

○議長（菅森照雄君） 以上で総務常任委員長報告、産業建設常任委員長報告、予算特別

委員長報告、決算特別委員長報告を終わります。 

 これより、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、決算特別委員長

に対する質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 暫時休憩をいたします。 

 再開は議場の時計で３時３５分とします。 

（午後 ３時２３分 休憩） 

                                        

（午後 ３時３５分 再開） 

○議長（菅森照雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第２ 「議案第６３号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第３号）につい

て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する予算特別委員長の報告は可決です。議案第６３号は、予算特別委員長の

報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第６３号は、予算特別委員長

の報告のとおり可決されました。 

 日程第３ 「認定第６８号 令和５年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する決算特別委員長の報告は認定です。認定第６８号は、決算特別委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 
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○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第６８号は、決算特別委員長

の報告のとおり認定されました。 

 日程第４ 「認定第６９号 令和５年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第６９号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第６９号は、総務常任委員長

の報告のとおり認定されました。 

 日程第５ 「認定第７０号 令和５年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第７０号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７０号は、総務常任委員長

の報告のとおり認定されました。 

 日程第６ 「認定第７１号 令和５年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」の討論を行います。 

 ８番、山口議員。 

〔８番議員 山口久男君 登壇〕 

○８番（山口久男君） ただいま議題となっております「認定第７１号 令和５年度多賀

町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、反対討論を行います。 

 ７５歳以上の高齢者は１,３７８人であり、前年度より４１人増となっています。後

期高齢者医療事業は広域連合のため、多賀町独自には保険料等は決めることはできませ

んが、令和５年度は９,０００万円で歳入全体の７３.９％を占めており、前年度より増

えています。一方、医療費の総額は前年度比１.４％減、１人当たりの医療費も４.５％

減となっています。 

 ７５歳以上が加入する後期高齢者医療制度は２００８年に導入されました。国民を年

齢で区切り、高齢者を別枠の医療保険に囲い込んで負担増と差別を押しつける制度であ

ります。所得の少ない高齢者への保険料軽減の特例措置も２０１９年１０月から廃止さ
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れました。現役世代の負担軽減を口実に、２０２２年１０月１日からは７５歳以上が支

払う原則１割の医療費窓口負担が２割になり、一定所得の高齢者は窓口負担が２倍にな

りました。１割から２割に引き上げられたのは単身で年収２００万円以上の人で、決し

てゆとりのある金持ちではありません。医療費の窓口負担を倍増したことなどから受診

抑制が起きていることが厚生労働省の調査でも明らかになっています。さらに、政府は

敬老の日の前、今年の９月１３日に７５歳以上の後期高齢者医療費窓口３割負担の対象

拡大を検討する方針を閣議決定しました。 

 高齢者は現役世代にも税・社会保険料の負担をしてきました。現役世代の保険料負担

の上昇を抑制するためというのであれば、国庫負担こそ増やすべきであります。弱い者

同士で負担を押しつけ合うような仕組みです。世代間の負担ではなく、大企業や富裕層

を優遇している税制の改革であり、日本の防衛とは無縁の大軍拡予算の見直しで財源を

確保すべきだと私は考えます。高齢者は長年、日本の経済、社会の発展に貢献をしてき

ました。 

 高齢になれば体が弱ってくるのは当然です。病気にかかりやすく、治療にも時間がか

かる世代です。負担を苦にした受診抑制で重症化や手後れに至る深刻な事態も後を絶ち

ません。こうした負担増計画に、食費を削ったり、受診を我慢したり、薬を減らしても

らうしかないなどの切実な声を聞いています。通院を減らせば病気が悪化して、結果的

には国の財政を圧迫してしまいます。 

 政府は、現役世代との負担の公平性、現役世代の負担の軽減と口述を並べています。

しかし、現役世代もいずれは年を取る上に、既に親の医療費を肩代わりしている人もい

ます。病気になりがちな上、収入の手段も限られている高齢者だけを１つの医療制度に

集め、負担増か給付減かを迫る制度の破綻はいよいよ明らかだと思います。高齢者をお

荷物扱いするこうした医療制度の廃止、医療費の負担増の見直しを求め、後期高齢者医

療事業決算の認定についての討論といたします。 

○議長（菅森照雄君） これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第７１号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 多 数〕 

○議長（菅森照雄君） 起立多数であります。よって、認定第７１号は、総務常任委員長

の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第７ 「認定第７６号 令和５年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特

別会計歳入歳出決算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 
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 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７６号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７６号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第８ 「認定第７７号 令和５年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７７号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７７号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第９ 「認定第７８号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和５年度決算

の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は、多賀町水道事業会計の利益の処分につい

ては可決、また令和５年度決算については認定です。認定第７８号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり可決、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７８号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり可決、認定することに決定しました。 

 日程第１０ 「認定第７９号 令和５年度多賀町下水道事業会計決算の認定につい

て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７９号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、認定第７９号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり認定することに決定しました。 
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○議長（菅森照雄君） 日程第１１ 「議案第８０号 令和６年度多賀町一般会計補正予

算（第４号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 本多総務課長。 

〔総務課長 本多正浩君 登壇〕 

○総務課長（本多正浩君） 「議案第８０号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第４

号）」につきまして、ご説明申し上げます。 

 議案書１ページをお願いいたします。ただいま一般会計補正予算（第３号）の議決を

頂いたところでございますが、早急に対応しなければならない事案が生じ、予算措置の

必要が生じましたので、第４号補正として追加の補正予算をお願いさせていただくもの

でございます。第１条に記載のとおり、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ７８０万

円を追加し、歳入歳出５８億２,０３５万４,０００円とするものです。 

 それでは、補正内容につきまして、６ページ、歳入からご説明いたします。 

 ５０款国庫支出金では、地方創生臨時交付金として、住民税非課税世帯への給付事業

に係る経費分を受け入れるもので、６３０万円を追加計上するものでございます。 

 ７５款繰越金は、町税過年度還付金に充当するもので、１５０万円を計上するもので

ございます。 

 次に、歳出でございます。７ページをお願いいたします。 

 １０款総務費、７目特別定額給付費では、国の施策として、物価高騰対策として実施

します住民税非課税世帯等への給付金として、給付費１世帯当たり１０万円、６３世帯

分、６３０万円の追加をお願いするものです。 

 次に、１０目賦課徴収費では、住民税の修正申告、確定申告による過年度還付金とし

て必要額１５０万円の追加をお願いするものです。 

 以上、提案説明とさせていただきますので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（菅森照雄君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 「議案第８０号 令和６年度多賀町一般会計補正予算（第４号）について」は、原案

のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 
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○議長（菅森照雄君） 起立全員であります。よって、議案第８０号は原案のとおり可決

されました。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１２ 「議員派遣の件について」を議題とします。 

 本案は、会議規則第１２８条の規定により、お手元に配布しておりますとおり議員を

派遣することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、お手元に配布のとおり派遣することに決定しまし

た。 

                                        

○議長（菅森照雄君） 日程第１３ 「委員会の閉会中の継続調査について」を議題とし

ます。 

 本案は、総務常任委員会、産業建設常任委員会、議会広報常任委員会、議会運営委員

会、議会改革特別委員会の各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に

配布した所管事務調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の所管事務調査を行うことに決定しまし

た。 

 お諮りします。本定例会において議決されました議案等について、その条項、字句、

数字その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（菅森照雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字その他の整理は議長に委任することに決定しました。 

 以上で、本日の議事日程および本定例会に付された案件は全て終了しました。 

 去る９月３日開会、本日までの２５日間の会期にわたり、終始熱心にご審議、ご審査

賜り、また議会の運営に関しましても格別のご協力を頂き、誠にありがとうございまし

た。 

 これをもって令和６年９月第３回多賀町議会定例会を閉会いたします。 

（午後 ３時５５分 閉会） 



－２９－ 
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